
大野城心のふるさと館秋季特別展 「神技の複

製アート展」ギャラリートークと特別展見学

主催 ＮＰＯ法人 九州国立博物館を愛する会

お問い合わせ受付 ： 月曜・水曜 13:00～16:00

参加申込書※ ＦＡＸもしくはQRコードでお申込みください。 【ＦＡＸ】 ０９２－４０８－３０６２

大野城市心のふるさと館 講座学習室

（住所）大野城市曙町3-8-3
会 場

参加費 無料 （申込み先着80名）

※下記の参加申込書にて申し込み下さい。

令和７年１２月６日（土曜）

１３：００～１６：００ （受付 １２：３０）

講演 新春特別公開「徳川美術館所蔵 国宝 初音の調度」の
見どころについて 講師 ： 九州国立博物館 企画課特別展 室長 川畑 憲子 氏

国宝「初音の調度」は、徳川三代将軍家光の長女である千代姫が、寛永一
六年（1639）、尾張徳川家二代光友に嫁ぐ折に制作された婚礼調度です。

「初音」という名称は、この千代姫の持参した婚礼調度のうち多くが『源氏
物語』「初音」帖に題材を得ていることに由来します。

金銀を贅沢に使い、高度な蒔絵技術を尽くして描かれた豪華な調度は、大
名婚礼調度の白眉として有名です。

今回は、国宝「初音の調度」の魅力について、展示の見所とともに詳しくご
紹介いたします。

講演 博物館をはぐくむ・つながる
講師 ： 大野城心のふるさと館 館長 赤司 善彦 氏

2023年に博物館法が改正されました。1951年に施行された当時、
博物館の数は全国で200館でしたが、現在は6000館を超えています。
館数が増えたこともありますが、博物館が単なる展示施設ではなく地域
の文化拠点であることなそ、その役割が大きく変わったことが改正の理
由です。

今回、まずは公立博物館の抱える課題を整理して、魅力のある博物館
をつくる試みを紹介します。次に九州国立博物館と大野城心のふるさと
館の博物館の運営やサービスの事例を紹介しながら、これからの博物館
に来館者が求めているものは何かを探り、博物館を愛する人たちの輪を
広げていくヒントを考えたいと思います。

共催 九州国立博物館・大野城心のふるさと館
後援 （一社）つくし青年会議所

太宰府ロータリークラブ

お名前 電話

ご住所 参加人数 人
スマホから参加

申し込み！

第１部

第２部

閉会後

希望者のみ

大塚国際美術館で有名な“さわれる陶板名画”がやってくる
閉会後大野城心のふるさと館秋季特別展 「神技の複製アート展」を割引料金600円で

観覧いただけます。観覧希望の方は参加申込書、特別展見学を「希望する」に〇の記入を
お願いします。

特別展見学を 希望する 希望しない ※事前把握のためどちらかにご回答ください

国宝 初音蒔絵鏡台 徳川美術館所蔵
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大野城心のふるさと館でのハワイアンイベント

〒818-0110 太宰府市御笠5-3-1 ０９２－４０８－３０６２ mail:kyuhaku@aisurukai.net

mailto:kyuhaku@aisurukai.net

